







 ― 宮野真生子『出逢いのあわい』をめぐって ― 
 1．九鬼哲学とその文脈を見渡す重要な研究 



































































































































































































































































































































































































































































4 4 4 4 4
決定的に重要な役割
を果たしていることは間違いない。しかし、原理
的（本質的）に不可欠とまで言えるのだろうか。 
 　いま見た通り、受動的な側面をもった選択とし
て宮野が描き取った消息においても、そこには「京
都という私になじんだこの土地」（『急に』51）と
いうものがかかわっていた。では、「この土地」
には他者も必然的に織り込まれているのだろう
か。ある土地が、他者抜きに私になじんでいるこ
ともありうるのではないか。そして、その土地自
体があらためて私と出会うことも、少なくとも原
理的にはありうるのではないか。 
 　そのように問うたなら、宮野はどう答えてくれ
るだろう。他者抜きの土地などありえない、と言
うだろうか。土地もまた他者である、と言うだろ
うか。それとも、また違う答えを示すだろうか。
もう当人から応答を得られないのは寂しいが、そ
のようにただ嘆いていることこそ、「遇うて空し
く過ぐ」ことの最たるものだろう。宮野自身が、
『出逢い』の議論の先に最期まで新たな思考の可
能性を追い続けたように、我々もまた、彼女と彼
女の著作との邂逅を「現実の生産点」として、こ
こから広がる可能性を様々なかたちで求めてい
く。そうしなければならない。 
